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よ り臉査 した 所 ，
18株 （グ ラ ム 陽性槹菌 4株 ， グ ヲ ム 陰

性桿菌 王4 株）に 拮抗作用な 認 め た ．中で も新分離株 1

號 （グ ラ ム 陰性桿菌）及 び 同 3 號に は著 し い 抗菌作用 を

認 め ，其 の 感受［生を Fleming 氏法 に よ 嫻 査 し抗菌 ・

メペ ク ト ラ ム を作製 し た 所 ， 前者 は 普通大陽菌 の 外各種

赤痢蔭 係 に大原 ， 渡枝株） に 凱 ， 後瀞 ま枯草菌 の 外

線膿菌に 獅 し 抗菌性作用 を 漬 し た ・

要す る に 腟自淨作用｝tt・Menge の 唱 へ る 如 く酸匪度が

重要 な 役割 を演ず る もの で あ り， 蹴 しに は腟内諸種細菌

殊 に 乳酸桿齢 糊 與す るの で あろ うが ・ 余 の實驗 の 如く

腟内容上清 薗身が 諸種紬菌に 野 し 拮 抗 作用 費 有す る 事

實 ， 及 び膣丙に 生存e る グ ラ ム 國生桿菌 （菌趣決走中）

が 載 は 「ぺ 』 様 ，或 は ス ト レ プ ト マ イ シ ン 様 P 戴 は ク 卩

ロ マ イ セ チ ン 攤抗菌性物質を 生麗 し て ゐ る事實 よ り ， 此

等作用 が 外部 よ り侵入す る病源菌始 め ， 膣に 生存ぜ る病

源菌 に 饗 し 或 ほ菌静止的 に ， 或 は菌殺菌的に作用 し て 腟

肖淨作用 の 一助 を な し 得 る と推論す る もの で あ る ・

　3． 腟 トリコ モナ ス 及 び 腱モ ニ リア 症の 知見補

　　　　　　 （東北大） 貴家 　寛而 ， 大川知之 ・

　　　　　　　　　　　 佐 々 木 良
一

　　　 （宮 嫋 緜立愛宏病院） 長瀬秀雄 ， 武 田正美

　1）外來 の 非妊婦 1875 名 ， 妊婦 1296 名及 び業態婦 130

名に 就い て ， 轡 薩 顯微鏡 に よ 嗾 索し膣 「；E ・llの 培養

に は Sab 。uraud 培地を 用 ひ た・帶下を 主訴とす る もの

401 名中頸管 カ タ ル 及び膣部糜爛 を 有す る もの 3B・6％ あ

る が ，上 記
一

般婦人中膣 「 ト」 は非妊婦に 1〔）．3％ ， 妊婦

に 5，5％ ， 芽生菌 は檢鏡 で は 非妊婦に 7．2％ ， 妊嬬 に 23．0

％ だ 力轄養 で は妊婦に c 飢 dida 屬1：・3・4％ そ の 他 の 芽

生 菌 15．8％，妊婦に Candida 羅 4．o％ そ の 他 の 芽生菌

28 ．2％ の 高肇に發見で きた ．之に 饗 し業態婦 1蕪 鏡で 膣

「 F 」 は 55．lfe， 淋疾を有す る 業態婦 で は 75 ・0％ の 高傘

に 證朗 し ，芽生菌 は 3．D％ で あ っ た ．

　2♪ 位 相差 顯微 鏡 を 用 弓れ ば膣 「卜」 運動型は 諸種細

菌 ， 芽生菌 ， 異物等 を喰食 せ る 像並 に蟲休 ， 鞭 毛 ・波勦

膜 の 遐動を鮮明に 認 め 徳 る ．永久 型 は 多 く1：・P ぜ ・ト様

斑 點 を 有 し ， 形 態鮮明 で 白血球 と 容易 に 識別 し 徳 る ．膣

「 ト」 に よ る 膣内容の 檢鏡上の 混濁 は 白血球増加，雜菌

増殖 ， 炎症颱細胞出現多く清淨度 の 悪化を 示す ．芽生菌

は 2N4 μ 卵圓形又は 球形に て 稀 に 菌絲を 俘ふ こ とが あ

る が ， 膣内容 は清淨度 1〜 2度 で 良好 で あ り 大部分 は デ

ーデ ル ラ イ ン 氏桿菌を共存す る・

．．tt留デPt−tpmtX，“．畢WMS ”SI 江TM −iW 匪野歪褓、　　　 　　　 7騨尸．彈「【嘱「」1厂「’广
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　3 ） 膣「 ト」陽 性 者に 卵 胞 ホ ル モ ン 1 回1 萬單 位

日 に蓮 綾35 回 注 射 したが溝 淨 度 の 改善 は認 め られ

も膣 「エ コ は 淌 失 し なかった．10 萬 單 位 ぺ 昌シリン

坐 藥 を 膣「 卜」患者 に4 回遖用 し たが 敷 果 はなか つ た．

膣「 ト 」 陰 性で 瀋淨 度 不良の も のに同坐 藥 を7 回 使

し た後 に膣 「 ト 」多 數 を認 め て 驚 い た
． カ ル バ ギ ン

ぺ q ギン，キ ノホ？L 　 2 ． 　 − g で膣 「ト』が淌失し て清淨度

善され る．と 芽 生菌が lQ ％にも 出 現 した ． 叉
他

疾

で ペ ニ シ リ ン ， ス トレ プ トマイシンを投與す ると 膣

芽 生 菌 が 出現 し 易 く

なること を 知つ た ． 　4 ）膣「 h 」に對す る斉穂藥劑

作用 機 序を位 相 差 顯 黴 鏡 下 で 追 求 すると ，蒸溜水で

全て が 瞬時 に2 〜 3 倍
に 膨化す る が死滅せぬ，一部は

裂す る ． 50 ％ 葡萄糖高 張 溶液 で は 總 て 縮
小

死 滅 す る

10 ％カル バギン7 ヵ ルバミ ヂ ン溶液 で ほ變形 ぜ ず

數分以内 に 死 滅 する が 前 者 ほ
よ り速 効的である．キノ ホル

C 抗 黴物質Flavacid （東 北大 ， 黒 尾 教授 ）

は 夫 々 膨 化時 には破 裂して死滅 す る の を 認 め 特 にFlav

id の 膨
化作用 は 著 し い ． ペ ニ シ リ ン ，

オ
ー tzt マ

シ ン ，ク ロ ロマ イ セ チ ン ，チ ビ オ ン單 獨では殆ん ど作 用
はない．然

Methylparaben ， 　 pr か phylparab

を 含 む オーレオマイ シンでは 膨 化 死滅 作 用恭 あ る 。 Fla

cid は 膣 「 モ 」の特効藥 たるゲン チァ ナ ビナ レ e ト

10D 倍 の 抗 菌 力 を 有する事 を 知 つ た が 同 時 に 膣

地に饗 し ても著

あるので 其 の 利用價値は 大 に 期待できる． 　 5 ）
する に 　 a ）膣「 ト」 は瀋 淨 度 不良 な 非 妊 婦に陣 「

」 は 清 淨度 の 良い 妊婦に多く發見する．播 業 態 婦 で

更に 高 攀 であ る ． b ） 抗生物 質 療法 は 膣 「 ト」 及
び
膣 「モ 」 に

効 で あ る が ，特に膣「モ 」に對し て｝’x 　 en つて有 害で あ

．c）撹黴 黝 質Flavacid は 膣「 卜」及び 膣「モ」

Cbl して 有 効

あり而も ， 膣「ト 」 治 療 後 の芽生菌發

を豫防し得る． 　　4．腟トリコ モ ナ スの塔

的研究 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 （ 信 大）　石 并 次男 ， 林

公健 　　從 來 7 膣ト リコ モ ナ スの 培養 には 共 存細菌の發育を或

る程度 抑 剃す る必要 があるため，Davis ＆ Hirsc

eld 　 培 地 ， 或 いは千 葉 ・ 田 邊 培 地 等が好ん で 用 い

れ，血清 　 ブ ドウ 糖 ブ イ ヨ ン や 血 清肝 々 ブ イヨン は 共

細 蔚 の

盛 　
な
發育増殖 に よ り膣ト リ コ モ ナスの培 養 に は 不適であ つ

　 た ， 　 　而 L − （ ： ・， 膣 ト リ ・
モ ナ x の 純 培養

得るこ
と嬬困難と されてい たが，抗 駐 吻 賀 つ出霓ζ よ り ，ペ ニ


